
町長発！
昨
年
11
月
初
旬
か
ら
12
月
初
旬
の

１
ヶ
月
間
、若
桜
宿
内
で
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
（
以
下
「
グ
リ
ス
ロ
」）の
実

証
実
験
運
行
を
行
い
ま
し
た
。
期
間
中
、

町
内
外
の
延
べ
３
６
５
名
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

グ
リ
ス
ロ
と
は
、
電
動
式
で
環
境
に
や

さ
し
く
、
低
速
走
行
で
小
回
り
が
利
き
、

ど
こ
で
も
乗
り
降
り
可
能
な
、
開
放
感

の
あ
る
乗
り
物
で
す
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
中

に
住
宅
や
商
業
施
設
、
医
療
福
祉
施
設

や
公
共
施
設
が
密
集
し
、
重
伝
建
の
町

並
み
な
ど
見
ど
こ
ろ
も
多
い
若
桜
宿
に
よ

く
似
合
う
乗
り
物
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
昨
年
１
月
に
町
民
主
体
の
グ
リ
ス
ロ

導
入
・
活
用
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
、
運
行
に
向
け
た
検
討
を
重
ね
て
い
た

だ
き
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
生
活
の
足
と

し
て
、
ま
た
、
来
町
さ
れ
た
観
光
客
の
２

次
交
通
の
手
段
と
し
て
の
利
用
を
期
待

し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

利
用
者
の
６
割
の
延
べ
２
１
９
名
か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
９
割
以
上
が
乗
車
に
満
足

さ
れ
、
同
じ
く
９
割
以
上
が
地
域
に
必

要
な
乗
り
物
だ
と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
乗
ら
れ
た
方
は
良
さ
を
実
感
さ

れ
る
一
方
で
、
利
用
者
は
期
待
し
た
ほ
ど

は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
寒
い
時
期

で
あ
っ
た
こ
と
、エ
ス
マ
ー
ト
開
店
前
で

駅
前
の
人
出
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
運
行

ル
ー
ト
等
の
周
知
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と

な
ど
の
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
反
省

材
料
と
し
て
次
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
鬼
ヶ
城
跡
や
た
く
み
の
館
な
ど

幅
広
い
ル
ー
ト
設
定
を
求
め
る
声
、
観
光

案
内
を
期
待
す
る
声
、
複
数
台
で
の
運

行
を
望
む
声
な
ど
、
本
格
運
行
に
向
け

た
前
向
き
な
ご
意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
無
料

を
求
め
る
声
の
ほ
か
、
１
０
０
円
ま
で
な

ら
利
用
す
る
と
い
う
人
が
約
半
数
あ
り

ま
し
た
。

今
後
、
検
討
委
員
会
で
実
施
結
果
を

分
析
し
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
等
を

把
握
し
た
上
で
、
本
格
運
行
へ
の
移
行
の

可
否
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
必

要
で
あ
れ
ば
、
条
件
を
変
え
て
再
度
実

証
運
行
を
行
う
こ
と
も
選
択
肢
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

グ
リ
ス
ロ
は
昨
年
度
末
時
点
で
全
国

１
３
０
の
地
域
で
実
証
運
行
が
な
さ
れ
、

う
ち
本
格
運
行
に
移
行
し
た
の
が
32
の

地
域
、
県
内
に
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
重

伝
建
エ
リ
ア
の
魅
力

を
高
め
る
ツ
ー
ル
と

し
て
も
、ま
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
も
、
本
格
運

行
に
つ
な
げ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

お問い合わせ
農業委員会事務局　
☎82-2236　IP ☎9-82-2238

　利用権設定事業で農地を貸し借りする場合、比較的簡単な手続きで利用権設定することができ、
これまでに延べ736筆、105.7haの町内農地が利用権設定事業により保全されています。
　一般的に活用されている農地の貸し借りの手続きには、①、②がありましたが、令和５年４月１日
に、関係法令の改正により①が廃止されました。
　今後は、農地中間管理機構（鳥取県農業農村担い手育成機構）を経由した契約に統一していくこ
ととなり、利用権設定の様式、手続きが変わります。
　詳しくは、若桜町農業委員会事務局にお問合せください。

①貸主と借主の契約「利用権設定等促進事業」（通称：相対契約）

②貸主と借主の間に農地中間管理機構が入った契約に一本化

１月10日（水）に農業委員会総会を開催しました。
審議事項
　・農地法第３条の規定による許可申請　　　　　２件
　・利用権設定等申出について　　　　　　　　　１件
研修会「地域計画について」
※次回農業委員会は、令和６年２月７日（水）に開催します。
　申請書等は、毎月20日までに農業委員会へ提出してください。

手続きについて
利用権設定の　◉農業委員会からのお知らせ

▲グリスロ

令和５年
４月１日
廃　止
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